


（別紙） 
 
1. 動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律（平成１７年法律第
６８号）附則第２条の規定に基づき、動物の愛護及び管理に関する法律の一

部を改正する法律（平成１７年法律第６８号）による改正後の動物の愛護及

び管理に関する法律（以下「改正法」という。）第５条第１項の規定の例に

より環境大臣が定める、動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進す

るための基本的な指針について 
 
2. 改正法第７条第３項の規定に基づき環境大臣が定める、動物の所有者がその
所有する動物が自己の所有に係るものであることを明らかにするための措

置について 
 
3. 改正法第１２条第１項の規定に基づき環境省令で定める、動物取扱業の登録
の申請に関して動物の健康及び安全の保持その他動物の適正な取扱いを確

保するために必要な基準について 
 
4. 改正法第１２条第１項の規定に基づき環境省令で定める、動物取扱業に係る
飼養施設の構造、規模及び管理に関する基準について 

 
5. 改正法第１８条の規定に基づき環境省令で定める、動物取扱業者が掲げなけ
ればならない標識について 

 
6. 改正法第２１条第１項の規定に基づき環境省令で定める、動物取扱業者が遵
守しなければならないその取り扱う動物の管理の方法等に関する基準につ

いて 
 
7. 改正法第２２条第３項の規定に基づき環境省令で定める、動物取扱業者が選
任する動物取扱責任者に受けさせる研修について 

 
8. 改正法第２６条第１項の規定に基づき政令で定める、人の生命、身体又は財
産に害を加えるおそれがある動物（以下「特定動物」という。）について 

 
9. 改正法第２６条第１項ただし書の規定に基づき環境省令で定める、特定動物
の飼養又は保管の許可を受けることを要しない場合について 
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10. 改正法第２７条第１項の規定に基づき、特定動物の性質に応じて環境省令で
定める特定飼養施設の構造及び規模並びに特定動物の飼養又は保管の方法

に関する基準について 
 



 
11. 改正法第３１条の規定に基づき環境省令で定める、特定動物の飼養又は保管
の方法について 

 
12. 動物の愛護及び管理に関する法律（昭和４８年法律第１０５号。以下「現行
法」という。）第５条第４項の規定に基づき環境大臣が定める、家庭動物等

の飼養及び保管に関する基準について 
 
13. 現行法第５条第４項の規定に基づき環境大臣が定める、展示動物の飼養及び
保管に関する基準について 

 
14. 現行法第５条第４項及び第２４条第３項の規定に基づき環境大臣が定める、
実験動物の飼養及び保管等に関する基準について 
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15. 現行法第１８条第５項及び第１９条第３項の規定に基づき環境大臣が定め
る、犬及びねこの引取り並びに負傷動物の収容に関する措置要領について 
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